
令和7年9月戸田市議会定例会前の記者会見

8月19日（火）午前11時～
提出案件 合計38件

・認定案件 13件 ・報告案件 5件 ・条例案件 11件
・一般案件 4件 ・予算案件 5件

日 時

提出案件

市政情報
〇カスタマーハラスメント対策の実施
〇【9/20（土）開催】楽しみながら認知症を学べる とこカフェ祭り
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令和７年度９月補正予算(案)
一般会計(第４号補正)

特別会計［４会計］
・国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ・介護保険特別会計補正予算（第１号）

・市民医療センター特別会計補正予算（第２号） ・在宅介護支援事業特別会計補正予算（第１号）

【主な歳入】

①特別地方交付税 ： 496,504千円

②財政調整基金繰入金 ： 421,504千円

③子ども・子育て支援交付金、 ： 8,400千円

放課後児童健全育成事業費

④前年度繰越金 ： 411,274千円

【主な歳出】

③リサイクル推進事業 ： 1,022千円

（リチウムイオン電池等回収袋全戸配布業務等）

④学童保育室事業 ： 12,600千円

（待機児童対策事業）

⑤国県負担金等返還金 ： 455,913千円

①廃棄物収集処理事業 ： 49,974千円

②蕨戸田衛生センター分担金 ： 867,831千円

蕨戸田衛生センター火災に関する費用



【県内初】リチウムイオン電池等回収袋作成・全戸配布
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【配布方法】『広報戸田市』12月号と同時配布
【デザイン】日本語のほか、英語、中国語、韓国語、ベトナム語の計5カ国語での注意書きと、

対象のごみなどのイラストを記載
【サイズ】 縦450mm 横220mm マチ130mm
【作成枚数】80,000枚
【使用方法】「もやさないごみの日」に「危険物」としてごみ集積所へ搬出
【対象物】 二次電池（リチウムイオン、ニッケル水素、ニカド）

内蔵型小型家電（モバイルバッテリー、スマートフォン、ハンディファン、電子たばこ） 等

配布方法と仕様

蕨・戸田衛生センターにおいて7月に発生した火災の原因は特定されていませんが、近年、ごみ処理施設の発火が全国的に
相次いでいることから、市民の皆様に分別への関心を高めていただくとともに、今後の施設の安全な運営につなげることを目
的に、「リチウムイオン電池等回収袋」を作成し、全戸へ配布します。

事業実施の概要
「リチウムイオン電池等回収袋」を作成し全戸配布します。 【補正要求額︓８２０千円】

イメージ図

もやさない
ごみの日

危険︕発火のおそれがあります
DANGER︕RISK OF FIRE

ビニールに入れて、カゴには入れずに、もやさないごみの日に出してくださ
い。
Place in a plastic bag, do not put it in the basket, and dispose of 
it on the non-burnable trash day.
请用塑料袋包装，不要放入筐中，请在不可燃垃圾日丢弃
비닐에 넣고, 바구니에는 넣지 말고, 불연성 쓰레기 날에 배출해주세요.



市政情報【資料E】

カスタマーハラスメント対策の実施
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「カスタマーハラスメント対策基本方針」を策定し、職員を守るとともに、
適正な行政サービスを継続的に提供するため、さまざまな対策を実施します。

※上記以外にも、研修やカスタマーハラスメント事例の共有、相談体制の整備などを実施

通話録音の活用による
カスハラ予防

本庁舎：11月1日開始予定

職員用名札の変更
※顔写真の削除

ポスターによる周知・啓発

9月1日開始

施行日︓令和7年9月1日 ※具体的な施策は順次実施



【注目ポイント︕】
①新しい認知症観を学べる映画「オレンジランプ」の無料上映
②脳神経外科医による認知症予防とMCI(軽度認知障害)講座
③認知症介護について共に語らう家族の声

市政情報【資料F】

【9/20（土）開催】楽しみながら認知症を学べるとこカフェ祭り
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日時︓9月20日（土）正午～午後4時
場所︓上戸田地域交流センター（あいパル）（戸田市上戸田2‐21-1）

主催︓市内14カ所のとこカフェ事業所
共催︓戸田市、上戸田地域交流センター（あいパル）

県内初の「戸田市認知症とともに生きるあたたかいまちづくり
条例」の施行に伴い、認知症当事者やその家族と一緒に「とこ
カフェ祭り」を開催します。


